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総務費
4億1,354万円
（12.7％）

議会費 6,029万円（1.8％）

　　民生費
8億4,126万円
　　（25.7％）

衛生費
2億993万円（6.4％）

労働費
1,574万円（0.5％）

商工費
9,935万円（3.0％）

消防費
1億6,575万円
      （5.1％）

公債費
3億9,321万円
      （12.0％）

農林水産業費
2億7,225万円
　　 （8.3％）

土木費
4億5,401万円
　　 （13.9％）

教育費
3億3,763万円
　　（10.3％）

町債として借りた
お金の返済など

予防接種・検診・ゴミ処理
などにかかるお金

道路や河川の
整備・維持に
かかるお金

人件費や戸籍業務
町デマンド交通などに
かかるお金

農業基盤整備や
農林漁業振興
などにかかるお金

商業・工業や
観光振興などに
かかるお金

高齢者・障がい者
福祉や保育園・
児童手当などに
かかるお金

給食や、小・中学校
スポーツ施設の
維持管理などに
かかるお金

予備費 500万円（0.2％）

町 税
4億7,135万円
（14.4％）

繰入金
２億6,388万円
（8.1％）

繰越金
3,000万円（0.9％）

諸収入
4,882万円（1.5％）

その他 1億4,463万円（4.4％）

地方譲与税 3,107万円（1.0％）

地方消費税交付金
8,300万円（2.5％）

 町債
  2億800万円
　　 （6.4％）

  国庫支出金  
３億298万円
　　（9.3％）

県支出金
3億3,357万円
　　（10.2％）

地方交付税
13億4,700万円
　　 （41.3％）

自主財源
町で集めたお金

8億8,158万円
（27.0％）

依存財源
国・県・借入金に
頼ったお金

23億8,641万円
（73.0％）

町民税、
固定資産税
その他の税など

使用料・手数料
寄附金など

令和２年度の決算で
繰り越されたお金

貸付金元利・雑入など

県・国からの
補助金など

国や銀行から
借りるお金

行政の格差を
なくすための
国が交付するお金 一般会計一般会計

「生きがいと夢を持 てるまちづくりを」目指して
 3月定例会（会期3月5日～12日（8日間））

令和３年度
当初予算

歳 入
32億

6,800万円
歳 出
32億

6,800万円
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令
和
３
年
度
予
算

令
和
３
年
度
予
算

特別会計
会計名 令和３年度 令和２年度 対前年度増減額 増減率

国 民 健 康 保 険 事 業 4億9,720万円 5億   440万円 ▲ 720万円 ▲  1.4％
介 護 保 険 事 業 6億4,920万円 6億4,000万円 920万円 1.4％
後 期 高 齢 者 医 療 6,570万円 6,570万円 0 0
簡 易 水 道 事 業 1億6,400万円 1億8,290万円 ▲ 1,890万円 ▲ 10.3％
特定地域生活排水処理事業 1,210万円 1,250万円 ▲ 40万円 ▲   3.2％
農 業 集 落 排 水 事 業 1億3,490万円 1億2,280万円 1,210万円 9.9％
下 水 道 事 業 2億4,360万円 1億9,940万円 4,420万円 22.2％
住 宅 用 地 造 成 事 業 1,150万円 2,180万円 ▲ 1,030万円 ▲ 47.2％

合　　　　計 17億7,820万円 17億4,950万円 2,870万円 1.6％

（▲は減額）

令和３年度当初予算合計は 50億4,620万円

一般会計 32億6,800万円（前年度比 ▲1.3％　 4,400万円減）

（前年度比 　1.6％ 　2,870万円増）特別会計 17億7,820万円

※千円未満切り捨てのため、合計と一致しません。

（前年度比▲0.3％  1,530万円減）
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当
初
予
算
目
玉
事
業

当
初
予
算
目
玉
事
業

感染症対策を最優先課題とし、  迅速に必要な対応を進める感染症対策を最優先課題とし、  迅速に必要な対応を進める
～町民の皆様が生きがいと夢を  持てるまちづくりを目指して！～～町民の皆様が生きがいと夢を  持てるまちづくりを目指して！～

安全で快適な美しい環境の町づくり事業

活気・活力に満ちた産業の町づくり事業

夢・感性あふれる教育と歴史文化香る町づくり事業

健康で安心して暮らせる福祉の町づくり事業

町民と協働で築く町づくり事業

4つの最重点施策（要旨）●町デマンド交通運行費補助金  �����������  1,453万円
地域公共交通として乗合タクシーの運行に対し補助 

●町道維持修繕工事（長寿命化事業） ���������  2,050万円
海岸線、松本大門線の舗装修繕工事

●道路新設改良舗装工事 ��������������  9,780万円
小木常楽寺線ほか4路線の道路改良舗装工事

●町営住宅建替事業基本構想策定業務委託料 ������  500万円
町営住宅長寿命化計画を更新するとともに、大門町営住宅建替事業の基本構想策定業務の委託

●特別栽培米買取支援事業補助金 ������������ 61万円
「出雲崎の輝き」生産農家の経営安定に必要な価格（２万円/俵）にJAの買取差額を補助

●出雲崎ライスセンター荷受ライン増強事業補助金 ���  290万円
出雲崎ライスセンター荷受ラインの機能増強工事に対する補助

●釜谷梅団地農道舗装工事 ��������������  300万円
釜谷梅団地前の農道を舗装整備し、釜谷梅組合の継続的な活動を支援

●天領の里・石油記念館照明LED改修工事 �������  393万円
観光拠点施設の照明をLEDに改修し、来場者の利便性と省エネによる環境対策、維持管理費の軽減を図る

●高校生通学費助成金 ����������������  257万円
高校生保護者の経済的軽減を図るため、通学定期券の購入に対し、3割を補助

●奨学金変換支援事業助成金 �������������  140万円
定住者の増加につなげるため、大学等を卒業後、町内に定住し、企業等に勤めた者の
奨学金返還金を助成 

●良寛記念館応援倶楽部てまりの会補助金 �������  152万円
良寛記念館の活性化を図るため、「良寛記念館てまりの会」の事業運営費に対し補助

●障害福祉サービス費 �������������� 1億8,758万円
障害者総合支援法に基づき、障害者（児）に対して介護給付や訓練等給付

●町難聴者補聴器購入費助成 �������������� 50万円
18歳以上方で、医師から補聴器の装用が必要と判断された方の購入費に対する補助

●救命医療情報キット ����������������� 50万円
高齢者の一人暮らしや高齢者のみ世帯に対し、緊急時の情報確認に利用するためのキットを配布

●子どもの医療費助成 ���������������  1,047万円
0歳から18歳までの子どもの医療費を助成

●町支え合い体制推進事業補助金 ������������ 44万円
一人暮らしの高齢者や障害者などで生活上困っていることに対し、有償ボランティア
としてサービスを提供する「出雲崎たすけ愛隊」の事業費の補助

●町移住定住支援金 �����������������  270万円
町のおためし移住を体験し、移住してきた方及び、移住者を受け入れた集落に対し支援金を支給

●地域づくり推進事業補助金 �������������  120万円
地域づくり活動を進める集落や団体に対し補助

❶ 新型コロナウイルス感染症対応
　・ワクチン接種に伴う経費・体制整備
　・ふれあいの里での集団接種と町内２カ所の診療所での個別接種を進める

❷ 若い世代の希望をかなえる町づくり
　・若者の地域定住、U・Iターンを促進するための子育て・仕事・住宅等の支援
　・移住者及び移住者を受け入れる集落に支援金の支給
　・0歳から５歳児の保育利用料の無償化及び０歳から18歳までの医療費の無料化

❸ 様々な人が関わり、訪れ、交流する町づくり
　・多世代交流、情報発信等を通して交流人口、関係人口の増加を図る
　・地域おこし協力隊制度を活用し、情報発信や地域を活性化する取り組みを進める
　・特産品等の充実を図り、企業版ふるさと納税を活用し、総合戦略事業の促進を図る

❹ 地域の資源を活かした魅力ある町づくり
　・地域資源を活かし、歴史、文化、魚・米等の特産品を磨き上げる
　・出雲崎産ブランド米「出雲崎の輝き」の生産拡大を支援し、PRを進める
　・「良寛記念館応援倶楽部てまりの会」を発足し、会の運営を支援する

施政方針・・・政治を行うときの目的・方向・理念など。

『ウィズ･コロナ、ポスト･コロナを見据え、  第６次出雲崎総合計画』を策定『ウィズ･コロナ、ポスト･コロナを見据え、  第６次出雲崎総合計画』を策定

施政方
針
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

令和３年度一般会計・特別会計（９）は予算審査特別委員会
に付託され、審議の結果、全会一致で可決しました。
委員会での主な質疑内容を搭載します。

ここが
聞きたい!!

中野 勝正 委員長

予 算 審 査
特 別 委 員 会

３月定例会

小
黒
議
員

 

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
狭

い
と
感
じ
る
の
で
、
区
画
線
の
間

隔
を
開
け
て
広
く
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

 
意
見
を
踏
ま
え
て
修

繕
工
事
を
進
め
る
。

髙
桑
議
員

 

越
後
線
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
以
外
に
ど
の
よ
う
な
計
画

が
あ
る
か
。

総
務
課
長

 

新
潟
日
報
独
自
の
企

画
で
、
新
潟
県
を
エ
リ
ア
ご
と
に

分
け
、
そ
の
う
ち
柏
崎
・
刈
羽
・

出
雲
崎
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で

あ
る
。
地
域
活
性
化
や
小
中
学
生

対
象
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
が
企
画

さ
れ
て
い
る
。

中
川
・
加
藤
議
員

 

事
業
内
容
に
つ

い
て
。

総
務
課
長

 

移
住
し
て
き
た
方

（
40
歳
以
下
、
ま
た
は
中
学
生
以

下
を
扶
養
す
る
世
帯
）
お
よ
び
お

試
し
移
住
体
験
に
協
力
し
、
移
住

者
を
受
け
入
れ
た
集
落
に
対
し
て

支
援
金
を
支
給
す
る
。

小
黒
議
員

 

何
台
購
入
予
定
か
。

総
務
課
長

 

現
在
68
台
あ
り
、
55

台
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
る
。
今

回
は
10
台
入
れ
替
え
る
。

三
輪
・
高
橋
議
員

 
町
の
考
え
方
に

つ
い
て
。

総
務
課
長

 

３
年
度
は
、２
３
０
０

万
円
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

１
５
０
万
円
の
寄
附
目
標
で
あ
る
。

返
礼
品
は
30
％
以
内
で
考
え
て
い

る
。

中
川
・
加
藤
・
三
輪
議
員

 

内
容
に
つ

い
て
。

総
務
課
長

 

現
在
２
名
で
あ
る
が
、

１
名
退
職
さ
れ
る
の
で
、
新
し
く

３
名
採
用
し
、
合
計
４
名
で
あ
る
。

三
輪
・
中
川
・
諸
橋
・
小
黒
議
員

　

月
平
均
ど
れ
く
ら
い
の
利
用
者

が
あ
り
、
年
間
何
人
の
方
が
利
用

さ
れ
た
か
。
ま
た
、
ラ
イ
ナ
ー
便

は
、
ど
う
だ
っ
た
か
。

総
務
課
長

 

月
平
均
182
人
で
、
年

間
で
は
約
２
千
人
の
利
用
で
あ
っ

た
。
ラ
イ
ナ
ー
便
は
５
名
で
あ
る
。

中
川
議
員

 

現
在
何
名
の
方
が
資

格
を
持
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長

 

役
場
の
職
員
１
名
と

地
域
お
こ
し
協
力
隊
１
名
の
合
計

２
名
で
あ
る
。
協
力
隊
の
方
が
退

職
さ
れ
る
の
で
、
新
た
に
協
力
隊

１
名
か
ら
資
格
取
得
を
お
願
い
す

る
。小

黒
・
髙
桑
・
中
川
・
高
橋
議
員

 

配
置
方
法
等
、
高
齢
者
へ
の
配
慮

は
あ
る
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

民
生
委
員
の
方
か

ら
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
適
正

に
配
置
を
進
め
た
い
。

一 

般 

会 

計

地
域
・
暮
ら
し
の
関
係

役
場
表
駐
車
場

�

修
繕
工
事
140万円

新
潟
日
報「
未
来
の
チ
カ
ラ
」

�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
負
担
金
60万円

町
移
住
定
住
支
援
金

270万円

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

32.8万円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
謝
礼

690万円

地
域
お
こ
し
協
力
隊

�

活
動
費
の
報
酬
964.7万円

町
デ
マ
ン
ド
交
通

�

運
行
費
補
助
金
1,453.4万円

ド
ロ
ー
ン
操
作
講
習

�

委
託
料
18.2万円

保
健
・
福
祉
関
係

救
命
医
療
キ
ッ
ト

50.9万円

デマンド交通の車両



7 い ず も ざ き  議 会 だ よ り 令 和 ３ 年 4 月 2 3 日第 1 1 1 号

予
算
審
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別
委
員
会

加
藤
議
員

 
金
額
の
上
限
を
上
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

県
内
の
自
治
体
と

比
較
し
て
も
高
く
設
定
し
て
あ
る
。

他
の
自
治
体
が
上
げ
た
場
合
に
は
、

検
討
す
る
。

高
橋
議
員

 

新
斉
場
の
建
設
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。

町
民
課
長

 

令
和
10
年
の
供
用
開

始
予
定
で
進
め
て
い
る
。

三
輪
議
員

 

当
町
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ゴ
ミ
の
回
収
は
、
月
２
回
で
あ

る
が
、
長
岡
市
は
、
毎
週
で
あ
る
。

当
町
も
毎
週
に
検
討
で
き
な
い
か
。

町
民
課
長

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ

が
多
い
の
は
、
承
知
し
て
い
る
。

検
討
し
て
み
る
。

三
輪
・
小
黒
議
員

 

小
木
ノ
城
駅
は
、

未
だ
に
汲
み
取
り
式
で
あ
る
。
Ｊ

Ｒ
と
協
議
し
て
改
善
で
き
な
い
か
。

町
民
課
長

 

協
議
を
お
願
い
し
て

み
る
。

中
川
議
員

 

町
と
し
て
力
を
入
れ

て
い
る
中
で
、
さ
ら
に
生
産
者
か

ら
頑
張
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
補

助
金
の
増
額
は
で
き
な
い
か
。

産
業
観
光
課
長

 

農
協
が
生
産
者
か

ら
買
い
取
る
と
き
、
２
万
円
に
な

る
よ
う
に
差
額
を
補
助
金
と
し
て

支
払
う
。
今
後
の
状
況
を
踏
ま
え

て
検
討
す
る
。

高
橋
議
員

 

２
年
度
は
補
助
金

200
万
円
で
、
３
年
度
は
50
万
円
で

あ
る
が
、
減
額
の
内
容
は
何
か
。

産
業
観
光
課
長

 

２
年
度
は
４
件
分

計
上
し
た
が
、
申
請
は
な
か
っ
た
。

３
年
度
は
１
件
分
の
予
算
で
あ
る
。

小
黒
議
員

 

ど
こ
の
場
所
の
使
用

料
か
。

総
務
課
長

 

井
鼻
第
３
駐
車
場
及

び
心
月
輪
に
設
置
し
て
あ
る
自
動

販
売
機
の
設
置
使
用
料
。

髙
桑
議
員

 

住
ん
で
い
る
方
が
い

る
中
で
、
ど
の
よ
う
な
構
想
で
い

る
か
。

建
設
課
長

 

ど
の
よ
う
な
方
法
で

更
新
す
る
か
を
含
め
て
検
討
す
る
。

委
託
料
は
、
５
０
０
万
円
の
う
ち

国
が
１−２
、
町
が
１−２
で
あ
る
。

三
輪
・
中
川
・
小
黒
議
員

 

非
常
用
物

資
の
交
換
の
内
容
と
再
利
用
に
つ

い
て
。

総
務
課
長

 

１
８
４
人
分
を
３
日

間
備
蓄
す
る
。
物
資
に
つ
い
て
は
、

防
災
訓
練
の
時
に
使
い
廃
棄
は
し

な
い
。

中
川
・
高
橋
・
三
輪
議
員

 

ど
の
よ
う

な
事
を
や
る
の
か
。

教
育
課
長

 

経
費
も
か
か
る
の
で
、

屋
根
だ
け
修
繕
す
る
。

髙
桑
・
三
輪
議
員

 

良
い
事
業
だ
が
、

現
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
被
ら
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

助
け
合
い
の
中
で
、

気
軽
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
も

ら
う
。
軽
微
な
ゴ
ミ
出
し
や
話
し

相
手
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

加
藤
議
員

 

尼
瀬
地
区
の
浜
側
の

道
路
が
陥
没
し
て
い
る
が
、
工
事

は
や
る
の
か
。

建
設
課
長

 

管
路
工
事
は
、
計
画

的
に
工
事
を
進
め
る
。
３
年
度
は
、

常
楽
寺
・
川
西
地
区
を
計
画
し
て

い
る
。

諸
橋
議
員

 

内
容
に
つ
い
て
。

建
設
課
長

 

松
本
地
区
を
廃
止
、

出
雲
崎
地
区
に
統
合
し
、
年
間

400
万
円
の
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

町
難
聴
者
補
聴
器

�

購
入
費
助
成
50万円

衛
生
・
労
働
費
関
係

斉
場
事
務
委
託
料

268.5万円

資
源
ご
み
処
理
委
託
料

498.6万円

出
雲
崎
・
小
木
ノ
城
駅

�

ト
イ
レ
管
理
委
託
料
15.6万円

農
林
商
工
関
係

特
別
栽
培
米

�

買
取
支
援
事
業
補
助
金
61.2万円

宿
泊
施
設
環
境
整
備

�

促
進
事
業
費
補
助
金
50万円

町
駐
車
場
使
用
料

6.8万円

土
木
・
消
防
費
関
係

大
門
町
営
住
宅
建
替
工
事
事
業

基
本
構
想
策
定
業
務

�

委
託
料
500万円

放
射
線
防
護
対
策
施
設

�

災
害
時
非
常
用
物
資
145万円

教
育
費
関
係

良
寛
記
念
館

�

耐
雪
庵
屋
根
修
繕
工
事
471.9万円

特 

別 

会 

計

介
護
保
険
支
え
合
い
体
制

�

推
進
事
業
44.7万円

水
道
配
管
布
設
整
備
費

�

管
路
工
事
費
4,150万円

下
水
道
処
理
区

�

統
合
管
路
工
事
2,700万円

特別栽培米
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３
月
定
例
会

３月定例会で決定した補正予算 （▲は減額）

主な歳入 主な歳出
・地方交付税特別分追加� ……………………�3,500万円
・良寛記念館入館料減� ………………………�▲250万円
・新型コロナウイルスワクチン感染症対応
　　地方創生臨時交付金追加�………………�4,295万円
・地籍調査事業負担金追加� …………………�1,947万円
・ふるさと納税寄附金追加� ……………………�350万円
・住宅用地造成事業特別会計
　　繰入金� ……………………………………………�728万円

・公共用施設維持補修基金積立�……………�8,624万円
・新型コロナウイルスワクチン接種
　　予約システム業務委託料�……………………�88万円
・出雲崎まるごとオーナー実行委員会
　　負担金減� ………………………………………�▲60万円
・地籍調査業務委託料追加� …………………�2,758万円
・町漁業者支援事業補助金追加�………………�455万円
・道路新設改良舗装工事減� …………………�▲700万円

一般会計補正予算（第12号）

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額
一 般 会 計（第12号） � 4,309万円 42億4,987万円

特�

別�

会�

計

国民健康保険事業（第４号） ▲� 753万円 5億3,817万円
介 護 保 険 事 業（第３号） ▲� 104万円 6億7,477万円
簡 易 水 道 事 業（第１号） ▲� 1,702万円 1億6,587万円
特定地域排水事業（第１号） ▲� 90万円 1,160万円
農業集落排水事業（第２号） ▲� 282万円 1億4,397万円
下 水 道 事 業（第１号） ▲� 1,040万円 1億8,900万円
住宅用地造成事業（第１号） � 728万円 2,908万円

３ 月 定 例 会 議案41件を全会一致で可決
3月5日～12日（８日間）会 期

町の条例を改正する条例制定について（議案12号～21号から主なもの）

指定管理者の指定について

議案第13号

議案第16号

■出雲崎町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例制定について
誓約書の押印を廃止するもの

■�出雲崎町児童遊園設置条例の一部を改正する条例制定について
羽黒町児童遊園の廃止

施設の名称 指定管理者 指定期間

出雲崎町保健福祉センター（ふれあいの里） 社会福祉法人 出雲崎町社会福祉協議会 令和3年4月1日から令和9年3月31日まで

出雲崎町デイサービスセンター 社会福祉法人 中越老人福祉協会 令和3年4月1日から令和9年3月31日まで

北 国 街 道 妻 入 り 会 館 妻入りの会 令和3年4月1日から令和8年3月31日まで

陳　情（審査結果／不採択）
陳情第１号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択に関する陳情

副 町 長 の 選 任 に 同 意 山 田 正 志 氏（川西）（令和3年4月1日から4年間）

教育委員会教育長の任命に同意 曽 根 乗 知 氏（米田）（令和3年4月2日から3年間）

監 査 委 員 の 選 任 に 同 意 関 川 嘉 夫 氏（駅前）（令和3年4月1日から4年間）

案 人人

案

事

件
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補
正
予
算
質
疑

 

髙
桑
議
員

 

ど
の
よ
う
な
事
業
が

追
加
と
な
っ
た
か
。

産
業
観
光
課
長

 

モ
ビ
ー
ル
の
製
造

（
越
後
工
業
）・
紙
風
船
の
絵
本
の

作
成
（
磯
野
紙
風
船
）・
ジ
ェ
ラ
ー

ト
ア
イ
ス
の
製
造
（
良
寛
）・
魚

加
工
品
の
開
発
（
仙
海
）
な
ど
が

追
加
と
な
っ
た
。

 

中
川
議
員

 

加
湿
器
は
小
中
学
校

と
も
、
既
に
利
用
し
て
い
る
は
ず

だ
が
、
ど
う
い
っ
た
理
由
で
の
購

入
か
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
ど
う
か
。

教
育
課
長

 

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

加
湿
器
は
有
効
で
あ
る
が
、
現
行

の
も
の
は
教
室
の
広
さ
に
見
合
っ

て
お
ら
ず
、
追
加
す
る
。
購
入
す

る
も
の
は
清
掃
が
容
易
と
の
事
だ

が
、
カ
ビ
等
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

し
っ
か
り
と
行
う
。

 

諸
橋
議
員

 

減
額
の
金
額
が
大
き

い
が
、
対
象
者
が
少
な
か
っ
た
の

か
。保

健
福
祉
課
長

 

対
象
者
全
員
に
受

け
て
欲
し
い
と
予
算
措
置
を
し
た

が
、
２
月
末
で
接
種
率
64
％
で

あ
っ
た
た
め
減
額
し
た
。

こ
ど
も
未
来
室
長

 

２
年
度
の
出
生

数
は
９
名
で
あ
り
、
予
想
を
下

回
っ
た
事
で
減
額
と
な
っ
た
。

 

三
輪
議
員

 

減
額
の
理
由
と
町
民

へ
の
周
知
は
ど
う
な
の
か
。

産
業
観
光
課
長

 

期
限
付
き
で
全
額

国
費
負
担
だ
っ
た
が
、
国
に
申
請

が
集
中
し
、
２
年
度
は
で
き
な
い

事
に
な
っ
た
。
３
年
度
に
申
請
を

し
直
す
。
作
成
当
初
か
ら
住
民
の

ご
意
見
を
聞
い
て
お
り
、
完
成
し

た
ら
配
布
す
る
。

 

髙
桑
議
員

 

３
年
度
に
通
級
学
級

が
開
設
さ
れ
、
対
応
の
幅
が
拡
が

り
、
あ
り
が
た
い
。
教
材
備
品
の

金
額
が
少
な
い
が
ど
の
よ
う
な
も

の
を
揃
え
た
か
。

教
育
課
長

 

先
進
の
学
校
を
視
察

し
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
・
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
や
漢
字
教
材
等
を
揃
え
、

今
後
必
要
に
応
じ
て
買
い
足
す
予

定
で
あ
る
。

 

中
川
議
員

 

補
正
予
算
で
シ
ー
ズ

ン
前
に
改
修
す
る
の
は
大
変
良
い
。

天
領
の
里
の
和
式
ト
イ
レ
改
修
も
、

人
の
少
な
い
シ
ー
ズ
ン
前
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

副�

町�

長

 

野
球
場
ト
イ
レ
は
状

態
を
み
て
、
早
急
に
す
べ
き
と
判

断
し
た
。
天
領
の
里
ト
イ
レ
自
体

は
き
れ
い
に
管
理
さ
れ
て
お
り
、

工
事
が
大
き
な
も
の
に
な
る
た
め
、

当
初
予
算
で
対
応
し
た
い
。

 

髙
桑
議
員

 

減
額
の
理
由
は
何
か
。

対
象
の
方
は
全
て
補
助
を
受
け
て

い
る
か
。

教
育
課
長

 

コ
ロ
ナ
で
高
校
が
休

校
と
な
っ
た
た
め
、
定
期
券
を
払

い
戻
さ
れ
る
方
が
多
か
っ
た
。
こ

の
制
度
は
周
知
さ
れ
て
お
り
、
受

給
も
れ
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

高
橋
議
員

 

大
幅
な
指
定
管
理
料

の
減
額
理
由
は
何
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

お
風
呂
の
休
館
に

よ
る
燃
料
・
光
熱
費
の
減
、
消
費

税
の
減
、
さ
ら
に
電
力
会
社
の
変

更
に
よ
り
、
電
気
料
が
安
く
な
っ

た
こ
と
等
に
よ
る
。

 

高
橋
議
員

 

今
年
の
入
館
者
数
は

何
人
か
。

教
育
課
長

 

春
先
の
休
館
が

響
い
て
入
館
者
数
が
戻
ら
ず
、

４
０
０
０
人
程
度
と
な
っ
た
。

 

小
黒
議
員

 

現
在
、
合
併
浄
化
槽

は
何
基
あ
る
か
。

建
設
課
長

 

料
金
計
算
上
は
138
基

で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
逸
品
開
発

 

事
業
補
助
金
追
加

170.4万円

小
中
学
校
加
湿
器
購
入

118.2万円

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

 

費
用
臨
時
助
成
金
減

妊
婦
乳
幼
児
健
康
診
査

 

委
託
料
減

▲220.4万円 ▲160万円

農
業
用
た
め
池

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

作
成
業
務
委
託
料
減
▲320万円

通
級
教
室
教
材
備
品

2.4万円

町
民
野
球
場
ト
イ
レ

 

改
修
工
事

69.3万円

高
校
生
通
学
費
助
成
金
減

▲60万円

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

 

指
定
管
理
料
減

▲273.4万円

良
寛
記
念
館
入
館
料
減

▲250万円

個
別
合
併
処
理
浄
化
槽

 

使
用
料
追
加

▲250万円

補 正 予 算 質 疑

ここが
聞きたい！！

主なもののうちから抜粋して掲載しています

３月５日

石畑のため池

改修後のトイレ
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全
員
協
議
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
町
の
対
応
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

不
安
解
消
の
た
め
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

 　

 　
　
　

     

広
報
い
ず
も
ざ
き

等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
が
、
今
の

と
こ
ろ
申
請
は
な
い
。

 　
　
　

 　

 

顔
認
証
検
温
器
の
導
入

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 　
　
　

 　

入
札
が
終
わ
り
、
遅
く

と
も
２
月
に
は
各
施
設
に
入
る
予
定

で
あ
る
。

令
和
３
年
１
月
７
日
の
暴
風
雪

�

に
よ
る
被
害
状
況
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

非
住
家
が
５
棟
、
住
家

で
３
棟
、
外
壁
・
屋
根
等
の
一
部
損

壊
が
あ
っ
た
。
良
寛
記
念
館
展
示
棟

の
屋
根
が
破
損
し
た
。

 　
　
　

 　

避
難
所
に
つ
い
て
、
停

電
の
復
旧
が
21
時
40
分
頃
だ
が
、
21

時
に
閉
鎖
し
て
い
る
。
復
旧
前
の
閉

鎖
理
由
は
何
か
。

 　
　
　

 　

東
北
電
力
の
状
況
報
告

で
、
全
戸
復
旧
の
目
途
が
立
っ
た
段

階
で
、
21
時
を
過
ぎ
て
の
避
難
所
へ

移
動
は
な
い
と
判
断
し
た
。

 　
　
　

 　

イ
ン
フ
ラ
の
停
止
が

あ
っ
た
場
合
、
防
災
行
政
無
線
で
確

定
情
報
だ
け
で
な
く
、
進
捗
状
況
が

分
か
る
と
安
心
で
き
る
。
も
っ
と
防

災
行
政
無
線
を
活
用
す
る
べ
き
。

 　
　
　

 　

防
災
行
政
無
線
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
多
方
面
で
検

証
中
で
あ
る
。

 　
　
　

 　

通
学
バ
ス
が
雪
の
影
響

で
遅
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
長
時
間
バ

ス
停
で
待
っ
て
い
た
。
早
く
対
応
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

 　
　
　

 　

今
回
は
情
報
共
有
が
う

ま
く
で
き
な
か
っ
た
。
対
応
に
つ
い

て
は
十
分
反
省
し
た
い
。

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド

�

作
成
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

下
水
道
未
接
続
の
方
に

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
ま
た
、
来
町
者
へ

の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
も
、
マ
ン
ホ
ー
ル

カ
ー
ド
を
作
成
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

 　
　
　

 　

現
在
、
お
け
さ
と
獅
子

舞
の
２
種
類
が
あ
る
が
、
こ
の
内
１

つ
の
作
成
許
可
申
請
を
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

�

関
わ
る
町
の
対
応
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

持
ち
帰
り
等
利
用
促
進

支
援
事
業
を
、
今
一
度
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

 　

 　
　
　
　

  

疲
弊
し
て
い
た
町

内
の
飲
食
店
に
支
援
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

第
２
弾
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
対
策
に

取
り
組
む
事
業
者
に
対
し
て
支
援
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

�

の
接
種
体
制
に
つ
い
て

 　

 　
　
　

  　

町
内
で
の
集
団
接

種
を
メ
イ
ン
に
実
施
し
、
佐
藤
医

院
・
磯
部
医
院
で
の
個
別
接
種
に
よ

り
カ
バ
ー
す
る
。
接
種
会
場
は
ふ
れ

あ
い
の
里
で
、
基
本
的
に
週
１
回
の

平
日
と
し
、
接
種
間
隔
に
よ
り
土
曜

日
等
も
実
施
す
る
。

 　
　
　
　
　
　

 　

看
護
師
が
接
種

を
行
う
と
の
事
だ
が
、
細
か
い
体
制

と
人
員
確
保
は
ど
う
な
る
か
。
接
種

率
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

 　

 　
　
　

     

問
診
は
佐
藤
先

生
・
磯
部
先
生
と
し
、
６
人
体
制
で

進
め
、
１
日
あ
た
り
３
４
０
人
程
度

の
接
種
が
可
能
に
な
る
。

　

接
種
に
関
し
て
は
努
力
義
務
で
、

強
制
で
は
な
い
た
め
、
受
け
る
か
ど

う
か
は
個
人
の
判
断
に
な
る
。

旧
富
岡
臨
海
学
校
施
設
の

売
却
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

相
手
方
は
本
町
の
株
式

会
社
山
六
木
材
。
旧
臨
海
学
校
施
設

を
拠
点
に
、
地
元
産
の
食
材
を
用
い

た
食
事
の
提
供
、
特
産
物
の
開
発
や

販
売
、
カ
フ
ェ
等
を
事
業
展
開
し
、

子
育
て
世
代
や
高
齢
者
が
立
ち
寄
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
創
出
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い

く
。

第
１
回
　
１
月
13
日
㈬

加
藤
議
員

保
健
福
祉
課
長

三
輪
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

小
黒
議
員

総
務
課
長

髙
桑
議
員

総
務
課
長

中
川
議
員

教
育
課
長

第
２
回
　
2
月
17
日
㈬

小
黒
議
員

建
設
課
長

高
橋
議
員

産
業
観
光
課
長

保
健
福
祉
課
長

髙
桑
・
三
輪
議
員

保
健
福
祉
課
長

総
務
課
長

マンホールカード

旧富岡臨海学校

暴風で剥がれた良寛記念館の屋根

全
員
協
議
会
主
な
も
の
か
ら

�

抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
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全
員
協
議
会

１
・
12�

議
会
サ
ロ
ン（
妻
入
り
会
館
）

�

議
会
報
特
別
委
員
会

�

（
議
会
だ
よ
り
第
110
号
）

　
　
13�

第
１
回
全
員
協
議
会

�

→
詳
細
は
ｐ
10

　
　
21�

第
１
回
タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
研
修
会

�

→
詳
細
は
ｐ
19

　
　
23�

議
会
サ
ロ
ン
（
陽
だ
ま
り
）

２
・
10�

議
会
運
営
委
員
会

�

第
２
回
タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
研
修
会

�

→
詳
細
は
ｐ
19

�

議
員
の
質
疑
に
関
す
る
研
修
会

�

→
詳
細
は
ｐ
19

　
　
15�

社
会
産
業
常
任
委
員
会

�

→
詳
細
は
ｐ
18

　
　
17�

第
２
回
全
員
協
議
会

�

→
詳
細
は
ｐ
10

　
　
18�

定
期
総
会
・
議
長
会
議
（
新
潟
市
）

　
　
26�

議
会
運
営
委
員
会

　
　
27�

議
会
サ
ロ
ン
（
陽
だ
ま
り
）

３
・
５�

３
月
定
例
会
招
集
日

�

→
詳
細
は
ｐ
8
〜
9

�

議
会
報
特
別
委
員
会

�

（
議
会
だ
よ
り
第
111
号
）

　
　
8�

社
会
産
業
常
任
委
員
会

�

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
9�

３
月
定
例
会
２
日
目

�

（
一
般
質
問
）

�

→
詳
細
は
ｐ
12
〜
17

　
　
10�

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
12�

議
会
運
営
委
員
会

�

３
月
定
例
会
最
終
日

�

第
３
回
全
員
協
議
会

�

→
詳
細
は
ｐ
11

　
　
19�

第
１
回
町
議
会
リ
モ
ー
ト
会
議

�

→
詳
細
は
ｐ
19

　
　
25�

議
会
報
特
別
委
員
会

�

（
議
会
だ
よ
り
第
111
号
）

　
　
27�

議
会
サ
ロ
ン
（
陽
だ
ま
り
）

議
会
の
う
ご
き 

（
主
な
も
の
）

令
和
3
年
１
月
〜
３
月

松
本
み
な
み
・
ひ
が
し
団
地
に

よ
る
行
政
区
の
新
設
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

松
本
行
政
区
と
し
て
運

営
さ
れ
て
き
た
が
、
団
地
居
住
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
話
し
合

い
を
し
た
結
果
、
４
月
１
日
か
ら
新

し
い
行
政
区
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

出
雲
崎
駅
の
無
人
化

�

対
応
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

残
念
な
が
ら
３
月
13
日

か
ら
無
人
化
に
な
る
。
い
か
に
利
用

者
の
不
便
を
少
な
く
で
き
る
か
、
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 　
　
　

 　

 

定
期
等
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
大
き
な
駅
で
購
入
す
る
こ

と
に
な
る
。
柏
崎
駅
と
相
互
交
信
で

き
る
テ
レ
ホ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
や
運
行

状
況
ア
プ
リ
等
を
ご
利
用
い
た
だ
き

た
い
。
陽
だ
ま
り
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
今
後
状
況
を
見
て
考
え
て
い

き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

�

に
つ
い
て

 　

 　
　
　

 　

 
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

概
要
を
説
明
す
る
。

・
高
齢
者
施
設
に
つ
い
て

　

４
月
上
旬
～
５
月
中
旬
全
10
回

　

 

や
す
ら
ぎ
の
里
で
嘱
託
医
に
よ
る

接
種
を
実
施
の
予
定
。

・
集
団
接
種
に
つ
い
て

　

 

５
月
中
旬
～
９
月
中
旬
全
18
回

　

 

４
月
７
日
に
模
擬
訓
練
を
実
施
。

・ 

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
等
重
篤
な
副

反
応
発
生
時
は
、
長
岡
市
内
総
合

病
院
に
搬
送
予
定
。

・ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
希
望
調
査
と
併
せ
て
、
送
迎

バ
ス
利
用
調
査
を
実
施
。

・ 

民
生
委
員
が
75
歳
以
上
の
高
齢
者

に
つ
い
て
、
調
査
票
の
記
入
や
集

団
接
種
の
説
明
に
訪
問
す
る
。

・ 

４
月
1
日
か
ら
役
場
に
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
開
設
す
る
予
定
。

 　
　
　

 　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
等
重
篤
な
副
反
応
発
生
時

の
対
応
は
万
全
か
。

 　

 　
　
　

  　

模
擬
訓
練
の
際
、

従
事
者
に
よ
る
、
緊
急
対
応
訓
練
を

実
施
す
る
。

出
雲
崎
町
国
土
強
靱
化

�

地
域
計
画
策
定
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

当
町
に
お
い
て
、
自
然

災
害
に
対
す
る
脆
弱
性
を
見
つ
め
直

し
、
今
後
想
定
さ
れ
る
大
規
模
災
害

か
ら
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、

国
土
強
靭
化
に
係
る
施
策
を
推
進
す

る
た
め
、「
出
雲
崎
町
国
土
強
靱
化

地
域
計
画
」
を
５
年
計
画
で
策
定
す

る
。

 　
　
　

 　

脆
弱
性
に
つ
い
て
、
過

去
の
災
害
時
よ
り
、
近
年
の
降
雨
量

は
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
危
機
感

が
薄
い
。
こ
う
し
た
計
画
は
、
ま
と

め
る
だ
け
で
な
く
、
町
民
に
理
解
さ

れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
感
じ
る
。

 　
　
　

 　

本
町
は
豪
雨
災
害
に
弱

く
、そ
れ
ら
の
特
性
を
踏
ま
え
て
国
・

県
事
業
を
適
切
に
行
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
調
和
整
合
を
図
る
趣
旨
が
あ
る
。

庁
内
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
周
知
し

て
い
き
た
い
。

令
和
３
年
度
出
雲
崎
町

　
小
中
学
校
生
徒
数
及
び

�

学
級
数
の
一
覧
に
つ
い
て

総
務
課
長

三
輪
議
員

総
務
課
長

第
3
回
　
3
月
12
日
㈮

保
健
福
祉
課
長

加
藤
議
員

保
健
福
祉
課
長

総
務
課
長

高
橋
議
員

総
務
課
長

窓口のシャッターが降りたままの出雲崎駅

学校名 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生
特別支援クラス

合計
知的 情緒

出雲崎
小学校

児童数 26 23 30 19 31 25 (12) (9) 154
(21)

クラス数 1 1 1 1 1 1 2 2 10

出雲崎
中学校

生徒数 21 29 29 (9) (2) 79
(11)

クラス数 1 1 1 2 1 6

合計の数値は、特別支援学級在籍児童（　）内を含む
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一

般

質

問

質問項目

詳細は13ページ

1．東京電力柏崎刈羽原子力
発電所のずさんな管理体
制と大雪時の避難方法

加藤修三 議員1

質問項目

詳細は14ページ

1．新型ウイルス禍の中、町民
の声をどう聞くか。リモート
形式で町民の声を聞けな
いか。

高橋速円 議員2

質問項目

詳細は15ページ

1．今後の農業について

小黒博泰 議員3

質問項目

詳細は16ページ

1．地域プロジェクトマネー
ジャー導入で町の活性化を

2．消防団の再編はなぜ出来
ないのか

三輪　正 議員4

質問項目

詳細は17ページ

1．生活を守り、地域の力を高
めるための方策を

髙桑佳子 議員5

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～
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一

般

質

問

Q&Aずさんな管理体制が止まらない
東京電力柏崎刈羽原子力発電所に
隣接する当町の対応

看過できない！！
今後、東京電力の成り行きをしっかり見届け
 注視していく

町長

加藤 修三 議員

加
藤

 

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽

発
電
所
で
は
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え

ず
、
昨
年
原
子
力
発
電
所
の
心

臓
部
で
あ
る
中
央
制
御
室
へ
の

不
正
入
室
や
安
全
対
策
工
事
虚

偽
報
告
な
ど
ル
ー
ル
無
視
の
何

で
も
あ
り
の
東
京
電
力
柏
崎
刈

羽
原
子
力
発
電
所
に
隣
接
す
る

当
町
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

一
連
の
問
題
に
つ
い
て
、

看
過
で
き
な
い

町
長

 

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽

原
発
所
に
お
い
て
、
や
っ
て
は

な
ら
な
い
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
の
不
正

利
用
、
あ
る
い
は
工
事
未
完
了

事
業
が
摘
発
を
さ
れ
て
お
り
、

本
当
に
私
は
残
念
で
な
ら
な
い
。

東
京
電
力
は
全
力
を
挙
げ
て
、

住
民
各
位
の
信
頼
を
勝
ち
取
り

得
る
か
ど
う
か
、
本
当
に
大
き

な
課
題
を
背
負
っ
て
お
り
、
今

後
の
東
京
電
力
の
成
り
行
き
、

次
な
る
ス
テ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発
の

 

ず
さ
ん
管
理

な
こ
と
で
考
え
、
や
っ
て
お
ら

れ
る
の
か
、
し
っ
か
り
と
見
届

け
、
注
視
を
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

加
藤

 

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽

発
電
所
を
め
ぐ
り
昨
年
１
年
間

に
経
済
産
業
省
や
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
幹
部
や
職
員
が
来
県

し
、
知
事
、
県
議
、
自
治
体
関

係
者
と
面
談
し
て
い
る
が
、
町

長
は
面
談
さ
れ
て
い
る
か
。
そ

し
て
何
を
訴
え
た
か
伺
う
。

住
民
の
命
と
安
全
、
安
心

を
守
る
責
務
が
あ
る

町
長

 

東
京
電
力
の
幹
部
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
幹
部
の

皆
さ
ん
が
度
々
当
町
に
訪
問
さ

れ
、
一
連
の
事
故
、
問
題
発
生

時
の
対
応
、
お
わ
び
を
兼
ね
て

来
て
い
る
。
町
は
単
に
話
を
聞

く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
社

員
に
対
す
る
教
育
、
い
か
に
緊

張
感
を
保
っ
て
、
い
ざ
稼
働
と

各
省
庁
幹
部
が
来
県
し
、

 

面
談
で
何
を
訴
え
た
か

な
っ
た
と
き
に
万
全
の
体
制
を

整
え
る
と
、
こ
れ
が
一
番
大
事

だ
と
は
っ
き
り
申
し
上
げ
、
我

が
町
と
し
て
の
姿
勢
を
し
っ
か

り
と
伝
え
た
。

加
藤

 

東
京
電
力
の
ず
さ
ん

な
管
理
体
制
、
今
回
の
よ
う
な

大
雪
時
、
当
町
に
あ
る
東
京
電

力
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
出

雲
崎
災
害
対
策
支
援
拠
点
の
管

理
体
制
と
大
雪
時
の
搬
入
搬
出

経
路
確
保
の
見
直
し
が
必
要
と

考
え
る
が
、
考
え
を
伺
う
。

非
常
事
態
に
備
え
て
の
万

全
な
る
体
制
を
指
せ
る
か

改
め
て
東
京
電
力
に
申
し

上
げ
た
い

町
長

 

今
回
の
大
雪
時
拠
点

施
設
の
除
雪
を
し
た
か
と
聞
い

た
ら
、
除
雪
は
し
な
か
っ
た
と

い
う
。
こ
れ
ら
も
大
き
な
反
省

点
だ
と
思
う
。
そ
う
い
う
意
味

ふ
れ
あ
い
の
里
と
な
り
に
あ

る
東
京
電
力
の
災
害
対
策
拠

点
の
管
理
体
制
見
直
し
と
大

雪
時
の
対
応

合
い
に
お
い
て
、
も
う
少
し
拠

点
施
設
と
し
て
の
活
用
や
責
任

者
を
ど
う
す
る
の
か
、
大
雪
時

の
対
応
な
ど
、
思
わ
ぬ
事
態
を

想
定
し
な
が
ら
綿
密
な
る
計
画

を
立
て
る
と
い
う
の
が
生
き
た

計
画
で
あ
り
、
実
際
に
生
か
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

改
め
て
東
京
電
力
に
こ
の
拠
点

施
設
の
運
用
な
り
内
容
の
充
実

を
求
め
て
い
き
た
い
。

東京電力はいかに信頼を取り戻せるか
提供：東京電力ホールディングス
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一

般

質

問

Q&A新型ウイルス禍の中、
町民の肉

こ

声
え

をどう聞くのか？
意欲満々、夏までにやる町長

高橋 速円 議員

高
橋

 

一
昨
年
12
月
定
例
会

で
質
問
し
た
際
、
妊
婦
さ
ん
や

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
と
対
話
す

る
と
答
弁
さ
れ
た
。
実
際
ど
う

い
う
形
で
町
民
の
肉
声
を
聞
く

の
か
。

　

感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
し

て
人
数
制
限
す
る
の
か
。
そ
れ

と
も
間
接
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で

済
ま
す
の
か
。

　

い
ま
話
題
の
リ
モ
ー
ト
形
式

を
取
り
入
れ
る
形
も
あ
る
。
如

何
か
。

直じ
か

に
声
を
聞
く

町
長

 

積
極
果
敢
に
取
り
組

み
た
い
。
リ
モ
ー
ト
は
無
味
乾

燥
だ
。
安
全
を
確
保
し
て
町
民

の
皆
さ
ん
と
膝
を
突
き
合
わ
せ

て
お
話
を
聞
き
た
い
。
意
欲

満
々
、
ご
質
問
に
は
答
え
て
い

き
た
い
。

ど
う
実
施
す
る
の
か
？

そ
れ
と
も

 

ア
ン
ケ
ー
ト
な
の
か
？

高
橋

 

時
間
は
す
ぐ
に
経
つ
。

夏
前
ま
で
に
形
を
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
、
如
何
か
。

町
長

 

新
年
度
は
態
勢
を
強

化
し
て
ス
テ
ッ
プ
・
バ
イ
・
ス

テ
ッ
プ
、
し
っ
か
り
進
め
た
い
。

高
橋

 

過
疎
と
い
う
こ
と
は

人
が
い
な
い
こ
と
。
人
材
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
だ
。
限
ら
れ

た
人
材
を
う
ま
く
活
躍
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
方
策
が
要
る
。

ど
う
す
る
の
か
。

原
点
に
立
ち
返
る
！

町
長

 

良
き
歴
史
、
伝
統
な

ど
を
見
直
し
て
連
帯
感
、
助
け

合
い
の
精
神
を
培
っ
て
い
く
。

経
験
者
か
ら
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
。

夏
ま
で
か
？

や
る
気
は
わ
か
っ
た
、

 

ど
う
や
る
の
か
？

高
橋

 

や
る
気
は
わ
か
っ
た

が
、
少
子
高
齢
化
で
人
材
は
限

ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
海
岸
地

区
と
駅
前
地
区
等
と
は
地
域
の

構
造
が
違
う
。
行
政
上
の
ロ
ス

が
生
じ
や
す
い
。
役
場
職
員
を

地
域
担
当
制
と
し
て
張
り
付
か

せ
、
住
民
と
馴
染
ん
で
い
け
な

い
か
。
ま
た
、
協
業
で
や
れ
な

い
か
。

大
賛
成
だ
！

町
長

 

行
政
と
地
域
が
一
体

化
す
る
と
相
乗
効
果
が
期
待
で

き
る
。

役
場
職
員
の
各
集
落
で
の

協
業
は
可
能
で
は
な
い
か
？

高
橋

 

五
年
後
ど
ん
な
町
に

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
、
町

民
の
中
に
将
来
を
心
配
す
る
声

を
よ
く
聞
く
。

　

素
朴
な
こ
の
呟
き
を
町
長
は

ど
う
受
け
止
め
る
か
。

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
町
を

 

つ
く
る

町
長

 

人
口
減
は
受
け
止
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
減
っ
た

中
で
町
民
の
皆
さ
ん
が
本
当
に

満
足
い
た
だ
け
る
町
で
あ
る
か

ど
う
か
。
こ
れ
が
勝
負
だ
。
そ

こ
に
お
住
い
の
皆
さ
ん
が
喜
ん

で
も
ら
え
る
町
を
つ
く
る
、
是

非
そ
う
し
た
い
。

高
橋

 

町
長
の
意
欲
は
よ
く

わ
か
っ
た
。
８
月
ま
で
に
や
る

と
答
弁
さ
れ
た
。
早
急
に
現
実

化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

五
年
後
の
出
雲
崎
を

 

ど
う
想
定
す
る
か
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一

般

質

問

Q&A
町長

小黒 博泰 議員

今後の農業について
後継者不足が深刻な課題

小
黒

 

平
成
30
年
、
50
年
近

く
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
て
い
た

減
反
政
策
も
廃
止
と
な
り
、
令

和
２
年
度
は
米
価
も
相
対
取
引

価
格
で
６
７
３
円
下
が
っ
て
い

る
。
人
口
減
少
・
米
離
れ
に
加

え
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
る

影
響
も
相
ま
っ
て
、
大
幅
に
需

要
が
下
が
り
、
超
過
在
庫
が
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
従

事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足

で
あ
る
農
業
の
現
状
を
ど
う
理

解
し
、
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

後
継
者
不
足
が
深
刻
な
課
題

町
長

 

当
町
の
経
営
農
家
数

は
約
１
９
６
経
営
体
あ
る
。
60

歳
以
上
の
高
齢
者
が
多
く
、
後

継
者
不
足
は
深
刻
で
、
優
良
農

地
等
を
若
手
世
代
に
ど
う
引
き

継
ぐ
か
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
受
け
手
の
方
は
耕
作
地

の
条
件
等
で
大
変
苦
労
し
て
い

る
事
も
問
題
で
、
農
地
を
集
約

し
、
で
き
る
限
り
コ
ス
ト
を
下

げ
て
、
少
し
で
も
利
益
を
上
げ

て
も
ら
う
こ
と
が
、
喫
緊
の
課

題
と
考
え
る
。

当
町
の
農
業
の
現
状
を

 

ど
う
考
え
て
い
る
か

小
黒

 

当
町
は
他
の
作
物
を

作
る
の
は
難
し
い
、
量
よ
り
質
、

消
費
者
に
好
ま
れ
る
米
を
生
産

す
る
べ
き
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
稲
作

農
業
の
進
め
方
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

将
来
的
に
は
厳
し
い

 

前
途
が
待
ち
受
け
て
い
る

町
長

 

今
の
現
状
か
ら
考
え
、

将
来
的
に
は
非
常
に
厳
し
い
前

途
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
意
欲
あ
る
農
家

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
取
し
な

が
ら
、
究
極
は
町
が
農
業
を
守

る
方
針
で
い
か
な
い
と
駄
目
だ

と
思
う
。

今
後
の
農
業
の
進
め
方
を

 

ど
う
考
え
て
い
る
か

小
黒

 

集
落
営
農
や
法
人
組

織
を
作
り
経
営
改
善
を
働
き
か

け
て
も
、
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
で
先
頭
に
立
っ
て
や
る
方
が

い
な
い
と
思
う
。
個
人
で
法
人

を
設
立
す
る
に
は
、
設
備
投
資

や
収
入
な
ど
の
多
く
の
リ
ス
ク

が
あ
る
。
町
と
し
て
農
業
法
人

を
設
立
し
、
町
の
農
業
、
農
地

を
守
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

農
業
に
意
欲
的
な
方
の

 

意
見
調
整
を
し
な
い
と
駄
目

町
長

 

町
の
約
３
８
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
耕
地
は
、
そ
れ
な
り

に
守
れ
て
、
農
業
を
意
欲
的
に

進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
過
程

の
中
で
、
今
後
の
農
業
経
営
の

考
え
を
聞
き
、
進
め
て
い
く
事

が
大
事
。
ま
た
、
新
規
の
農
業

に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
も
あ

る
と
思
う
の
で
、
意
見
調
整
を

し
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
今
後

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。
一
気
呵
成
に
町
が

方
針
を
出
せ
な
い
し
、
そ
の
よ

う
な
状
況
で
は
な
い
。
本
当
に

町
と
し
て
農
業
法
人
を

 

設
立
す
る
考
え
は

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
行
き
詰
ま

り
、
耕
地
を
守
り
切
れ
な
い
事

に
な
れ
ば
、
町
と
し
て
し
っ
か

り
対
応
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

小
黒

 

行
政
で
農
地
を
守
れ

と
言
っ
て
い
る
か
ら
に
は
、
最

終
的
に
町
が
責
任
を
持
っ
て
農

地
を
守
る
の
は
当
然
だ
と
思
う
。

今
か
ら
農
業
法
人
組
織
な
ど
の

準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

　

宮
崎
県
の
日
之
影
町
は
、
平

成
28
年
に
町
長
が
社
長
で
農

業
法
人
「
ひ
の
か
げ
ア
グ
リ

フ
ァ
ー
ム
」
を
設
立
し
、
福
井

県
の
若
狭
町
は
、
地
元
企
業
と

共
同
出
資
し
て
「
か
み
な
か
農

楽
舎
」
法
人
を
設
立
し
て
い
る
。

　

全
国
で
、
農
地
や
農
業
者
の

所
得
を
上
げ
よ
う
と
、
い
ろ
い

ろ
な
方
法
で
法
人
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
所
が
あ
る
の
で
、
そ

の
辺
も
考
慮
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
出
雲
崎
の
農
業
を
守
り
、
農

業
の
安
定
収
入
が
得
ら
れ
る
方

策
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

稲刈り風景

美味しいお米
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一

般

質

問

Q&A地域プロジェクトマネージャー
導入で町の活性化を

制度は非常に良い。
重要な事業を決めて活用

町長

三輪 　正 議員

三
輪

 

今
ま
で
数
回
、
消
防

団
の
再
編
に
つ
い
て
一
般
質
問

し
、
八
手
地
区
長
会
か
ら
も
要

望
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

特
に
平
成
31
年
度
３
月
議
会
、

一
般
質
問
で
は
、
再
編
に
つ
い

て
は
団
幹
部
と
町
で
充
分
検
討

す
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
具
体
的
な
話
は
あ
り

ま
せ
ん
。
特
定
の
地
区
に
負
担

を
強
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

町
の
方
針
を
伺
う
。

消
防
ポ
ン
プ
は
維
持
し
、

 

第
３
第
４
分
団
で
再
編

町
長

 

消
防
団
は
定
員

１
７
０
名
で
内
、
特
別
団
員
６

人
、
欠
員
９
人
。
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
も
と
に
、
幹
部
中
心
に

検
討
。

　

消
防
ポ
ン
プ
車
は
現
状
台
数
、

第
３
と
第
４
分
団
で
調
整
。
令

和
４
年
４
月
よ
り
再
編
す
る
。

昨
年
女
性
団
員
が
３
人
加
入
し

た
。

２
年
間
、
検
討
し
た
結
果
は

三
輪

 

当
町
は
他
市
長
村
か

ら
注
目
さ
れ
る
各
種
の
人
口
減

少
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
更

に
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
最

近
、
総
務
省
が
発
表
し
た
新
制

度
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
」（
地
域
づ
く
り

の
実
績
の
あ
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
地
域
お
こ
し
隊
員
経
験
者

等
を
市
町
村
に
派
遣
。
人
件
費

は
国
が
支
援
す
る
）
を
活
用
し

て
移
住
、
空
き
家
、
関
係
人
口

の
増
加
な
ど
人
口
減
少
対
策
を

強
力
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
の
方
針
を
伺
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

 

橋
渡
し
役
を

町
長

 

制
度
は
非
常
に
良
い
。

　

町
と
し
て
重
要
な
事
業
の
橋

渡
し
役
と
し
て
考
え
た
い
。

移
住
、
空
き
家
活
用
、

 

関
係
人
口
増
加
な
ど

三
輪

 

粟
島
浦
村
で
は
商
社

勤
務
経
験
者
を
「
魚
の
加
工
、

販
売
」
担
当
者
と
し
て
採
用
、

効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

ま
た
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

で
人
材
派
遣
型
も
あ
る
。
町
長

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
り
、

企
業
か
ら
地
域
活
性
化
の
た
め

に
人
材
派
遣
を
要
望
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

企
業
訪
問
し
、

 

人
材
紹
介
も
お
願
い
す
る

町
長

 

企
業
は
い
ろ
い
ろ
な

能
力
、
経
験
を
持
つ
人
材
が
い

る
。

　

新
年
度
か
ら
コ
ロ
ナ
後
に
企

業
訪
問
し
、
町
の
存
在
価
値
を

高
め
る
た
め
協
力
を
お
願
い
す

る
。

粟
島
浦
村
で
専
門
家
採
用
し
、

 

魚
の
加
工
、
販
売
促
進

放水訓練に励む消防団員

消防団の再編は
なぜ出来ないのか

令和４年度に
再編を実施する

町長
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一

般

質

問

Q&A地域力を高めるために
集落支援員の活用を

本来の姿に立ち返って
集落の活性化を目指す

町長

髙桑 佳子 議員

髙
桑

 

出
雲
崎
町
の
現
在
の

人
口
は
、
平
成
28
年
に
示
さ
れ

た
目
標
数
値
の
上
方
で
あ
る
が
、

２
年
度
の
出
生
数
は
10
人
に
届

か
な
か
っ
た
。
働
く
世
代
の
減

少
や
高
齢
化
に
よ
る
困
り
事
が

増
え
、
地
域
集
落
の
課
題
は
多

方
面
で
膨
ら
ん
で
き
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
も
相
ま
っ
て
、
地
域
の
活

動
は
減
少
し
て
き
て
お
り
、
将

来
へ
の
不
安
や
危
機
感
を
持
ち

な
が
ら
も
、
住
民
同
士
の
具
体

的
な
話
し
合
い
は
な
か
な
か
進

ま
な
い
と
感
じ
る
。

　

今
ま
で
地
域
社
会
を
牽
引
し

て
き
た
団
塊
の
世
代
は
後
期
高

齢
者
に
な
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら

先
を
見
据
え
て
、
地
域
集
落
の

機
能
を
維
持
さ
せ
る
た
め
、
計

画
的
に
強
い
施
策
を
と
る
べ
き

と
考
え
る
。

髙
桑

 

地
域
集
落
の
生
活
扶

助
機
能
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。

お
互
い
様
、
助
け
合
い
の
精
神

が
、
地
域
の
共
助
を
さ
さ
え
て

生
活
扶
助
機
能
を

 

維
持
す
る
た
め
の
施
策
は

き
た
が
、
人
口
減
少
と
高
齢
化

は
共
助
の
限
界
に
近
づ
い
て
い

る
。
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
な

方
策
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長

 

本
町
は
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
、
ま
た
高
齢
者
の
み

の
世
帯
数
が
急
増
し
て
い
る
。

　

平
成
30
年
か
ら
「
生
活
支
援

体
制
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
い
る
。
助
け
合
い
の
意
識
を

高
め
、
支
え
合
い
の
和
を
広
げ

る
サ
ロ
ン
や
茶
の
間
が
効
果
を

上
げ
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
は
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

「
た
す
け
愛
隊
」
を
立
ち
上
げ
、

10
月
ス
タ
ー
ト
を
目
指
す
。

髙
桑

 

集
落
ご
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

加
入
し
て
、
任
せ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
体
も

平
均
年
齢
70
歳
を
超
え
て
き
て

い
る
。

　

デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
だ
が
、

複
数
の
集
落
で
で
き
る
こ
と
は

合
同
で
や
っ
て
い
く
等
を
、
考

え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
も
活
躍
し

て
も
ら
っ
て
お
り
、
後
を
継
ぐ

人
も
必
ず
や
出
て
く
る
。
町
も

体
制
確
保
に
努
力
す
る
。

　

集
落
で
は
、
高
齢
で
も
経
験

の
あ
る
方
が
リ
ー
ダ
ー
役
と
し

て
、
共
同
意
識
を
醸
成
す
る
努

力
を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

国
の
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
で
は
、
集
落
を
ま
た
い

で
の
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
共
同
扶
助
の
気
持
ち

が
生
ま
れ
、
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
、
支
援
し
て
い
く
。

髙
桑

 

多
面
的
機
能
も
サ
ロ

ン
等
も
、
周
知
さ
れ
、
大
変
良

い
活
動
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、

集
落
支
援
員
を
配
置
し
て

　
　
　
活
性
化
を
図
る
べ
き

農
業
あ
る
い
は
高
齢
者
福
祉
の

分
野
を
超
え
て
共
同
で
や
ろ
う

と
い
う
意
識
の
醸
成
ま
で
は
い

か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

区
長
・
民
生
委
員
の
方
々
も

頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

踏
み
込
む
の
に
限
界
が
あ
る
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
同
様

の
総
務
省
の
制
度
に
、「
集
落

支
援
員
」
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
実
情
に
詳

し
く
、
知
見
を
有
し
た
人
材
が
、

自
治
体
の
委
嘱
を
受
け
、
行
政

と
連
携
し
な
が
ら
地
域
の
困
り

ご
と
な
ど
の
解
消
や
活
性
化
を

目
指
す
も
の
で
、
町
内
の
雇
用

を
生
む
事
に
も
な
る
。
県
内
で

も
多
く
の
自
治
体
が
取
り
入
れ

て
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
当
町

も
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
。

町
長

 

区
長
、
民
生
委
員
の

方
々
に
お
願
い
す
る
の
が
本
来

の
姿
で
あ
り
、
集
落
に
支
援
員

を
派
遣
す
る
の
は
難
し
い
。
支

援
員
を
入
れ
る
こ
と
で
、
逆
に

機
能
し
な
く
な
る
の
で
は
困
る
。

　

集
落
に
必
ず
や
適
任
者
は
い

る
と
思
う
の
で
、
旗
振
り
を
し

て
も
ら
い
、
集
落
を
盛
り
上
げ

て
も
ら
い
た
い
。

複数集落で共同の草刈
（多面的機能支払交付金事業）
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委
員
会
視
察

　１月19日（木）、２月10日（水）にタブレット操作研修会を開催しました。
基本操作やグループウェア（情報共有ソフト）の操作、Zoom（オンライン会議ツール）を活用
したリモート会議の操作を習いました。タブレットは、リモートによる委員会の開催や緊急時の
情報発信を目的に活用していきます。
　また、２月10日（水）には、新潟県
町村議会議長会の五十君事務局長代
行を講師にお招きし、議員の質疑に
関する研修会を開催しました。令和
３年３月定例会より、議会中継を開
始することに伴い、発言や質疑の方
法について改めて確認をしました。 「毎月リモート会議を開催（３月19日）」

出雲崎町議会では、令和３年３月定例会より、本会議
の録画映像を配信しています。
町議会ホームページ上の「インターネット議会中継」
からご覧いただけます。

「議員研修会を開催」

「議会の様子をYouTubeで配信しています」

町議会ホームページ

　このたび、仙海議長が全国町村議会議
長会より、自治功労者表彰を受け、３月
定例会において伝達式を行いました。町
議会議長として議会運営及び地域の振興
発展において特に功績があった方に贈ら
れるものです。

　このたびの受賞にあたり日頃より議会運営にご協力をいただいている議員各位、並び
にご指導をいただいている町民各位に改めて感謝と御礼を申し上げます。
　引き続き町の発展と住みごごちの良い町づくりのために全力で頑張ってまいります。
　今後ともご指導よろしくお願いいたします。 仙海 直樹

自治功労者表彰
　

委
員
（
５
名
）
全
員
で
町
役
場

議
員
控
室
に
お
い
て
、
大
矢
産
業

観
光
課
長
の
出
席
を
得
て
、
当
町

の
「
農
業
の
現
状
と
今
後
の
方
向

に
つ
い
て
」
質
問
ご
と
に
現
状
と

町
等
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

出
雲
崎
農
業
の
課
題
に
つ
い
て

各
種
事
業
に
よ
っ
て
、
基
幹
産
業

の
発
展
が
望
ま
れ
る
。

主
な
質
問
と
説
明
に
つ
い
て

① 　

新
ブ
ラ
ン
ド
米
「
出
雲
崎
の

輝
き
」
の
初
年
度
実
績
と
今
後

の
方
向
に
つ
い
て

　
　

75
ａ　

２
軒
で
58
・
５
俵
。

　
　

令
和
３
年
は
１
７
０
ａ

　
　

４
軒
で
目
標
１
３
６
俵

② 　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
返
礼

品
（
農
産
物
・
米
）
の
利
用
に

つ
い
て

　

 　

出
雲
崎
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
全
体

の
約
半
分
、
他
に
良
寛
牛
乳

セ
ッ
ト
、
釜
谷
の
梅
酒
、
い
ち

ご
畑
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
利
用
さ

れ
た
。

③ 　

農
業
の
担
い
手
の
現
状
と
対

策
お
よ
び
、
JA
、
認
定
農
業
者

の
連
携
に
つ
い
て

　

 　

61
～
75
歳
未
満
が
主
力
で
、

年
々
離
農
が
増
え
て
い
る
。
JA

等
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

④ 　

ほ
場
整
備
事
業
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て

　

 　

当
町
の
ほ
場
整
備
率
は
八

手
地
区
ほ
場
整
備
約
30

 

ha
を
入

れ
て
約
３
１
９
ha
全
体
面
積

４
８
６
ha
の
65
・
６
％
。
今
後
、

未
整
備
地
区
の
ほ
場
整
備
を
推

進
す
る
。　

⑤ 　

国
、
県
の
各
種
補
助
事
業
等

に
つ
い
て

　

 　
「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
」
は
令
和
２
年
度
19
組
織

（
23
集
落
）
対
象
面
積
２
７
１

ha
、
構
成
員
５
６
８
人
、
交
付

額
１
９
８
５
万
円
。
令
和
３
年

か
ら
常
楽
寺
・
別
ケ
谷
が
追
加

予
定
。「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

は
各
集
落
で
今
後
の
耕
作
に
つ

い
て
話
合
い
を
実
施
す
る
。

　

 　

委
員
よ
り
農
業
の
将
来
に
つ

い
て
、
特
に
担
い
手
の
確
保
に

つ
い
て
は
町
が
主
体
と
な
っ
て

JA
と
の
連
携
協
力
、
ほ
場
整
備

事
業
の
推
進
な
ど
を
求
め
る
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

 　

委
員
会
と
し
て
は
町
の
主
要

産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
を
今

後
も
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　

社
会
産
業
常
任
委
員
長

 

三
輪 　

正

委員会 委員会 視察・調査報告視察・調査報告

町役場議員控室

社社会産業常任委員会

2
15

（単位：円）令 和 ２ 年 度   政 務 活 動 費 報 告

月額5,000円×令和２年度活動月数（12カ月）で交付

議�員�氏�名 交�付�額
支出内訳

合　計 返�納�金
調査研究費 研修費 資料購入費 事務費

仙 海 � 直 樹 60,000 0 30,000 35,052 3,670 68,722 0
髙 桑 � 佳 子 60,000 0 10,204 46,852 3,970 61,026 0
小 黒 � 博 泰 60,000 0 0 18,372 3,970 22,342 37,658
中 川 � 正 弘 60,000 0 0 46,380 2,970 49,350 10,650
中 野 � 勝 正 60,000 0 0 18,372 10,364 28,736 31,264
高 橋 � 速 円 60,000 0 0 48,000 3,970 51,970 8,030
諸 橋 � 和 史 60,000 0 0 42,024 4,670 46,694 13,306
加 藤 � 修 三 60,000 0 0 31,368 5,940 37,308 22,692
三 輪 � 　 正 60,000 0 0 53,052 2,970 56,022 3,978
安 達 � 一 雄 60,000 0 0 18,372 4,670 23,042 36,958
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自
治
功
労
者
表
彰

　１月19日（木）、２月10日（水）にタブレット操作研修会を開催しました。
基本操作やグループウェア（情報共有ソフト）の操作、Zoom（オンライン会議ツール）を活用
したリモート会議の操作を習いました。タブレットは、リモートによる委員会の開催や緊急時の
情報発信を目的に活用していきます。
　また、２月10日（水）には、新潟県
町村議会議長会の五十君事務局長代
行を講師にお招きし、議員の質疑に
関する研修会を開催しました。令和
３年３月定例会より、議会中継を開
始することに伴い、発言や質疑の方
法について改めて確認をしました。 「毎月リモート会議を開催（３月19日）」

出雲崎町議会では、令和３年３月定例会より、本会議
の録画映像を配信しています。
町議会ホームページ上の「インターネット議会中継」
からご覧いただけます。

「議員研修会を開催」

「議会の様子をYouTubeで配信しています」

町議会ホームページ

　このたび、仙海議長が全国町村議会議
長会より、自治功労者表彰を受け、３月
定例会において伝達式を行いました。町
議会議長として議会運営及び地域の振興
発展において特に功績があった方に贈ら
れるものです。

　このたびの受賞にあたり日頃より議会運営にご協力をいただいている議員各位、並び
にご指導をいただいている町民各位に改めて感謝と御礼を申し上げます。
　引き続き町の発展と住みごごちの良い町づくりのために全力で頑張ってまいります。
　今後ともご指導よろしくお願いいたします。 仙海 直樹

自治功労者表彰
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　現
在
は
町
内
で
小
さ
な
木
工

所
を
営
み
な
が
ら
、
子
育
て
も

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　自
分
に
合
っ
た
仕
事
と
暮
ら

し
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
き
っ
と
出
雲

崎
町
に
移
住
し
た
か
ら
だ
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　様
々
な
ご
縁
に
感
謝
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
出
雲
崎
で
の

暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　雲
崎
町
に
移
住
し
て
か

　
　
　ら
早
い
も
の
で
12
年
。

そ
の
間
に
家
族
も
増
え
、
心
境

と
暮
ら
し
に
も
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。

　早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
長
岡

市
の
会
社
に
勤
務
し
、
平
日
は

ほ
ぼ
寝
に
帰
る
だ
け
の
日
々
。

「
せ
っ
か
く
良
い
環
境
に
住
ん

で
い
る
の
に
子
育
て
も
暮
ら
し

も
楽
し
ま
な
く
ち
ゃ
も
っ
た
い

な
い
な
ぁ
」
と
い
う
気
持
ち
が

沸
き
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

出

　つ
る
し
雛

　今
年
も
妻
入
り
会
館
に
は
、

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
つ
る
し

雛
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　お
正
月
か
ら
繭
玉
、
天
神

様
、
そ
し
て
つ
る
し
雛
と
、

出
雲
崎
の
厳
し
い
冬
の
間
中
、

あ
た
た
か
い
彩
り
を
添
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　今
年
の
つ
る
し
雛
も
ま
た

素
晴
ら
し
く
、
大
勢
の
フ
ァ

ン
の
方
が
足
を
運
ん
で
い
ま

す
。
私
は
、
通
し
土
間
の
展

示
に
も
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

見
事
な
色
艶
の
べ
っ
甲
髪
飾

り
や
櫛
、
古
い
時
代
の
穏
や

か
な
お
顔
の
享
保
雛
、
時
間

を
忘
れ
て
な
が
め
て
い
ら
れ

ま
す
。

　コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
込
め

ず
に
不
安
の
多
い
時
代
で
す
。

し
か
し
、
古
く
か
ら
変
わ
ら

ず
に
あ
る
、
優
し
く
美
し
く

穏
や
か
な
も
の
、
そ
の
空
間

に
い
る
と
、
不
思
議
と
心
が

落
ち
着
い
て
清
ん
で
い
く
気

が
し
ま
し
た
。（

髙
桑
佳
子
）

んみ な の 声

わたしなりの
ライフワークバランス

和田 典士

てまり団地
　わだ　よしひと

さん

編

集

後

記

議
会
報
特
別
委
員
会　
　
委
員
長
　
　
髙
桑
佳
子

　
　
副
委
員
長
　
安
達
一
雄

　
　
委
　
員
　
　
中
野
勝
正

　
　
委
　
員
　
　
三
輪
　
正

　
　
委
　
員
　
　
小
黒
博
泰

　
３
月
定
例
会
が
閉
会
し
、
議
会
改
選
前

の
定
例
会
が
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。
議

会
だ
よ
り
も
、
今
の
メ
ン
バ
ー
で
発
行
す

る
の
は
、
こ
の
111
号
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
全
国
の
町
村
で
発
行
さ
れ

る
議
会
だ
よ
り
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
、
新
潟

代
表
と
し
て
参
加
し
、
様
々
な
視
点
か
ら

改
善
点
の
指
摘
が
あ
り
、
励
み
に
な
る
お

褒
め
の
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

日
頃
よ
り
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
を
は

じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
お
声
を
頂

戴
し
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
６
月
か
ら

は
新
体
制
で
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
議
会

活
動
を
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
議
会
だ
よ
り
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
　   

（
髙
桑
佳
子
）




